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第４回定例会第４回定例会

住宅補助で定住効果浸透住宅補助で定住効果浸透

議会ＨＰは議会ＨＰは
コチラからコチラから
Ｃｈｅｃｋ！

第４４回
定例会
Town NIKI assembly

絆絆 一緒に遊ぼうよ！！一緒に遊ぼうよ！！（関連記事16ページ）（関連記事16ページ）

議会だより議会だより
第第147147号号

ににきき
令和７年２⽉６⽇発⾏令和７年２⽉６⽇発⾏果実とやすらぎの里・北海道仁木町果実とやすらぎの里・北海道仁木町
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定例会のあらまし定例会のあらまし
第４回定例会は、12月19日に開会し、同日閉会しました。第４回定例会は、12月19日に開会し、同日閉会しました。

　町から、条例改正、補正予算、規約変更が上程され、全ての議案を可決しました。　町から、条例改正、補正予算、規約変更が上程され、全ての議案を可決しました。
　また、第３回定例会で委員会付託した、令和５年度各会計決算認定は、委員会審査報告の後、　また、第３回定例会で委員会付託した、令和５年度各会計決算認定は、委員会審査報告の後、
採決した結果、すべての会計を認定しました。採決した結果、すべての会計を認定しました。
　議会からは、意見書２件を提出し、可決しました。一般質問では、５人の議員が登壇し、町長　議会からは、意見書２件を提出し、可決しました。一般質問では、５人の議員が登壇し、町長
に考えを問いただしました。に考えを問いただしました。

１２月１９日１２月１９日

第　回定例会第　回定例会
令和６年令和６年

４４

住みやすい住宅と住みやすい住宅と
生活道路の整備生活道路の整備
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１２月１９日１２月１９日

第　回定例会第　回定例会
令和６年令和６年

４４

◇
一
般
会
計
（
専
決
第
１
号
）

◇
一
般
会
計
（
第
4
号
）

補
正
予
算

　

専
決
第
１
号
は
、
10
月
27

日
に
執
行
さ
れ
た
衆
議
院
議

員
選
挙
に
係
る
選
挙
経
費
に

関
す
る
追
加
補
正
が
提
案
さ

れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
承
認
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
第
４
号
に
つ
い
て

は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
増
や
、
仁
木
町
定
住
促
進

住
宅
補
助
事
業
の
対
象
件
数

増
に
よ
る
追
加
補
正
や
、
町

道
仁
小
中
線
整
備
事
業
や
、

町
営
住
宅
コ
ス
モ
ス
30
改
善

事
業
を
含
む
各
種
事
業
の
終

了
等
に
よ
る
減
額
補
正
が
提

案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

◇
国
保
特
別
会
計
（
第
３
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

補正額 予算総額

・一般会計（４回目の補正）　 ※専決第１号
605万1000円増 51億2185万2000円

・一般会計（５回目の補正）　
640万9000円減 51億1544万3000円

・国民健康保険事業特別会計（３回目の補正）
    　   4000円増 2億774万7000円

　
　
　
　
　

定
住
促
進
住
宅

　
　
　
　
　

補
助
と
い
う
こ

と
で
、
２
０
０
万
円
を
補
正

し
て
い
る
が
、
今
年
度
の
実

績
は
。

佐 藤佐 藤

　
　
　
　
　

当
初
は
新
築
４

件
、
改
修
４
件
を
見
込
み
１

２
０
０
万
円
の
予
算
と
し
て

い
た
。
９
月
の
段
階
で
、
新

築
が
５
件
、
改
修
が
３
件
の

実
績
で
あ
っ
た
た
め
、
１
０

０
万
円
の
追
加
補
正
を
行
っ

た
。

企
画
課
長

　
　
　
　
　

新
築
さ
れ
た
方

　
　
　
　
　

は
町
内
と
町
外

の
ど
ち
ら
の
方
か
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

住宅補助で定住効果浸透住宅補助で定住効果浸透

佐 藤佐 藤

　

今
回
の
補
正
は
、
新
築
が

さ
ら
に
１
件
増
え
た
こ
と
か

ら
、
新
築
が
６
件
、
改
修
が

３
件
と
な
っ
た
た
め
、
１
５

０
０
万
円
ま
で
補
正
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

新
築
の
方
、
改

修
の
方
そ
れ
ぞ
れ
、
１
件
ず

つ
が
町
外
者
で
あ
り
、
そ
の

他
は
全
て
町
内
の
方
で
あ

る
。

企
画
課
長

　
　
　
　
　

各
１
件
の
町
外

　
　
　
　
　

者
は
転
居
さ
れ

て
き
た
と
考
え
る
が
、
人
数

は
把
握
し
て
い
る
か
。

佐 藤佐 藤

　
　
　
　
　

新
築
は
３
名
、

改
修
は
１
名
で
あ
る
。

企
画
課
長

　
　
　
　
　

コ
ス
モ
ス
30
改

　
　
　
　
　

善
事
業
に
つ
い

て
、
ド
ア
の
周
り
や
郵
便
受

け
の
錆
も
き
れ
い
に
す
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
錆
が

残
っ
て
い
る
。
工
事
の
内
訳

に
入
っ
て
い
る
の
か
。

上 村上 村

　
　
　
　
　

前
回
、
説
明
し

た
際
に
は
、
物
置
の
ド
ア
は

錆
周
り
も
落
と
し
て
塗
装
し

直
す
と
の
話
だ
っ
た
が
、
玄

関
ド
ア
は
塗
装
が
で
き
な
い

た
め
、
郵
便
ポ
ス
ト
や
そ
の

周
り
に
つ
い
て
は
今
の
状
態

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
内
訳
に
は
入
っ
て

い
な
い
。

建
設
課
長
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▼
仁
木
町
重
度
心
身
障
が
い

者
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
議
案

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　
　
　
　

既
存
の
し
尿
処

　
　
　
　
　

理
施
設
は
、
来

年
解
体
予
定
か
。

佐 藤佐 藤

　
　
　
　
　
　
　

令
和
７
年

度
は
解
体
に
向
け
た
実
施
設

計
と
、
残
っ
て
い
る
汚
泥
等

の
処
理
を
す
る
予
定
で
あ

る
。 住

民
環
境
課
長

銀
山
義
務
教
育
学
校
の
進
捗
状
況

　

銀
山
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て
は
、
８
月
22
日
に
開
催

い
た
だ
い
た
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
補
助
金
の
算
定
誤

り
に
よ
り
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
が
当
初
の
予
定
額
を
大

幅
に
上
回
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
計
画
面
積
の

圧
縮
や
開
校
が
２
年
遅
れ
と
な
る
こ
と
を
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
９
月
５
日
に
銀
山
中
学
校
に
て
銀
山
小
中
学

校
の
教
職
員
へ
の
説
明
、
９
月
27
日
に
は
銀
山
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
地
域
説
明
会
を
開
催
し
、
10
月
２
日

に
令
和
６
年
度
銀
山
義
務
教
育
学
校
基
本
設
計
︵
詳
細

分
︶
委
託
業
務
と
し
て
契
約
を
締
結
し
、
現
在
仮
図
面
の

作
成
及
び
概
算
工
事
費
の
算
出
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

岩
井
教
育
長
の
教
育
行
政
報
告

北後志し尿処理施設北後志し尿処理施設

佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

敬
老
会
を
５
年
ぶ
り
に
開
催

11
月
８
日
、
仁
木
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
令
和
６

年
度
仁
木
町
敬
老
会
を
５
年
ぶ
り
に
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
町
内
在
住
の
80
歳
以
上
の
対
象
者
４
４
１
名

の
う
ち
、
69
名
の
出
席
が
あ
り
、
関
係
機
関
・
団
体
か
ら

５
名
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
に
き
保
育
園
の
園
児
た
ち
に

よ
る
可
愛
ら
し
い
ダ
ン
ス
や
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
で
あ
る
松
前
神
楽
を
仁
木
神
社
の
板
谷
宮
司
を
始
め
と

す
る
皆
さ
ま
に
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
敬

老
会
に
な
り
ま
し
た
。

規
約
変
更

　

北
後
志
衛
生
施
設
組
合
が

運
営
・
管
理
し
て
い
る
、
北

後
志
５
か
町
村
の
し
尿
処
理

を
行
っ
て
い
る
施
設
は
、
老

朽
化
に
よ
り
新
た
な
施
設
を

建
設
中
で
す
。

　

今
後
、
既
存
施
設
の
解
体

及
び
組
合
事
務
所
を
移
転
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
現
行
の
組
合
規
約
に
は

解
体
費
用
の
関
係
町
村
の
負

担
割
合
の
規
定
が
な
い
こ
と

か
ら
、
規
定
の
変
更
等
を
行

う
も
の
で
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

負
担
割
合
の
考
え
方
と
し

て
は
、
直
近
の
国
勢
調
査
人

口
の
割
合
と
過
去
５
年
間
の

し
尿
収
集
量
の
平
均
割
合
を

合
算
し
、
そ
の
２
分
の
１
を

負
担
割
合
と
す
る
も
の
で
、

本
町
の
負
担
割
合
は
解
体
に

伴
う
経
費
に
対
し
、
20
・

２
％
と
規
定
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

最
終
的
に
解
体

　
　
　
　
　

工
事
が
完
了
す

る
の
は
何
年
な
の
か
。

佐 藤佐 藤

　
　
　
　
　
　
　

令
和
８
〜

９
年
度
で
解
体
工
事
を
す
る

住
民
環
境
課
長

　
　
　
　
　

解
体
工
事
に
係

　
　
　
　
　

る
本
町
の
負
担

額
は
。

佐 藤佐 藤

　
　
　
　
　
　
　

概
算
で
５

４
５
万
４
千
円
と
い
う
認
識

で
い
る
。

住
民
環
境
課
長

予
定
で
あ
る
と
伺
っ
て
い

る
。

キャプションがはいります

１２月１９日１２月１９日

第　回定例会第　回定例会
令和６年令和６年

４４
解体費を負担解体費を負担

キャキャキャキャキャャャャキャキャキキキ プシプシプシプシププププ ョンョンョンョンがががはがはがはがはがはいりいりいりいりいりいりいりますますますますまままます

北後志の５町村で解体費を負担します
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１２月１９日１２月１９日

第　回定例会第　回定例会
令和６年令和６年

４４
令和５年度決算

各会計の決算を認定各会計の決算を認定

決
算
認
定

　

令
和
６
年
第
３
回
定

例
会
で
決
算
特
別
委
員

会
（
嶋
田
委
員
長
・
野

崎
副
委
員
長
）
に
付
託

し
た
、
令
和
５
年
度
各

会
計
決
算
認
定
に
係
る

審
査
報
告
に
つ
い
て
、

嶋
田
委
員
長
よ
り
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
の
後
、

全
会
計
の
質
疑
を
一
括

し
て
行
い
、
採
決
の
結

果
、
一
般
会
計
は
、
賛

成
４
、
反
対
３
で
認
定

し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
３
特
別
会

計
（
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
、
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
）
は
、
全
員
賛
成
で

認
定
し
ま
し
た
。

　一般会計の歳出では、地域おこし協力隊全国サミットの内容、放課後児童健全育成事業委託料の不用額、銀
山地区義務教育学校基本設計策定委託業務の内容、スポーツ少年団育成補助金の内容などについての質疑（確
認）があり、歳入では、個人町民税増額の要因などについての質疑があった。
　討論では、仁木町エネルギー転換実証事業委託業務、バイオマス発電の実証事業及び、ワインツーリズム受
入環境整備事業に関して、認定に反対する討論（詳細はページ下部に記載）があり、また、「総合計画に基づ
き実施した各種事業については、町民サービスの向上に努めたものと評価できる」と、認定に賛成する討論が
あった。採決の結果、賛成多数で「認定すべきもの」と決定した。
　また、３特別会計では、簡水会計で、有機フッ素化合物の検査の実施状況などについての質疑（確認）があ
ったが、国保会計及び後期高齢者医療会計では質疑はなかった。３特別会計ともに討論はなく、採決の結果、
３特別会計を賛成多数で「認定すべきもの」と決定した。

決 算 特 別 委 員 会 審 査 報 告

○…賛成、●…反対　　※全員賛成の議案は、掲載していません。また、議長は採決には加わりません。

議決結果

○ ○ 欠席 ● ● ○ ● ○ － 認　定

令和６年第４回定例会
賛否の分かれた議案の公表 野崎明廣野崎明廣 宮本幹夫宮本幹夫 嶋田　茂嶋田　茂佐藤秀教佐藤秀教 上村智恵子上村智恵子 横関一雄横関一雄前田春奈 山内健生

令和５年度余市郡仁木町一般会計

　　　　歳入歳出決算認定について（起立採決）

エネルギー転換実証事業委託業務について、国への申請をはじめ、予算見積り、発注から契約、
実施に至るまでの過程において、事務処理上の疑問点も多く、到底納得できるものではないこと
等から反対する。

ワイン産地持続化事業として、ワインツーリズム受入環境整備事業は、ワイナリーを巡る循環バ
スの運行のみであり、産地として持続発展を目的とした体制には至っていないため反対する。

討 論討 論

本町の財政状況は、監査報告にもあったとおり、徐々に回復の兆しが見えている。加えて、総合
計画に基づき、令和５年度に実施した各事業については、町民サービスの向上に努めたものと評
価し、賛成する。

佐藤秀教佐藤秀教

反
対

野崎明廣野崎明廣

反
対

宮本幹夫宮本幹夫

賛
成
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１２月１９日１２月１９日

第　回定例会第　回定例会
令和６年令和６年

４４

▼
「
核
兵
器
禁
止
条
約
締
約

国
会
議
」
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
参
加
を
求
め
る
意
見
書

　
　

提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
　
賛
成
議
員　

野
崎　

明
廣

　

令
和
３
年
に
発
効
さ
れ
た

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
人
類

史
上
初
め
て
核
兵
器
を
違
法

と
断
じ
た
。
令
和
４
年
に
開

か
れ
た
第
１
回
締
約
国
会
議
、

令
和
５
年
の
第
２
回
締
約
国

会
議
は
、
核
兵
器
の
使
用
を

許
さ
な
い
と
い
う
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
し
、
核
抑
止
論

か
ら
の
脱
却
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

　

第
２
回
締
約
国
会
議
に
は
、

35
か
国
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
を
し
た
。
一
方
で
、
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本

政
府
は
、
２
回
連
続
で
参
加

を
見
送
っ
た
。

　

第
３
回
締
約
国
会
議
は
令

和
７
年
３
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
唯
一
の
戦
争
被

爆
国
と
し
て
、
「
核
兵
器
禁

止
条
約
締
約
国
会
議
」
に
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
で
参
加
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
も
の
で
、
審

議
・
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
関
係
機
関
に
提

出
し
ま
し
た
。

　奨学金奨学金返済の返済の

　　　　 　　　　 負担軽減負担軽減を要望を要望

学費の無償化を！学費の無償化を！国
・
政
府
等
へ
要
望

意

見

書

▼
高
等
教
育
の
学
費
軽
減
・

奨
学
金
返
済
の
負
担
軽
減
を

求
め
る
意
見
書

　
　

提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
　
賛
成
議
員　

前
田　

春
奈

　

大
学
の
初
年
度
納
入
金
は

高
額
で
あ
り
、
学
生
生
活
は

限
界
、
保
護
者
負
担
も
重
く
、

中
に
は
学
業
を
あ
き
ら
め
ざ

る
を
得
な
い
人
も
生
ま
れ
て

い
る
。

　

学
生
の
３
人
に
１
人
が
貸

与
奨
学
金
を
借
り
、
平
均
で

３
０
０
万
円
の
「
借
金
」
を

抱
え
て
社
会
に
出
る
状
況
で
、

若
い
世
代
の
抱
え
る
奨
学
金

返
済
額
は
10
兆
円
に
も
の
ぼ

る
。

　

学
費
無
償
化
は
国
際
的
な

流
れ
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
教
育
無
償
化
に
ふ
み

出
し
、
維
持
し
て
い
る
国
が

少
な
く
な
い
。
日
本
も
批
准

し
て
い
る
国
際
人
権
規
約
は
、

「
高
等
教
育
は
、
す
べ
て
の

適
当
な
方
法
に
よ
り
、
特
に
、

無
償
教
育
の
漸
進
的
な
導
入

に
よ
り
、
能
力
に
応
じ
、
す

核
兵
器
禁
止
条
約

核
兵
器
禁
止
条
約

　

 

締
約
国
会
議

締
約
国
会
議
へ
の
参
加
を

へ
の
参
加
を

学費無償化で幅広い進路選択を可能に

べ
て
の
者
に
対
し
て
均
等
に

機
会
が
与
え
ら
れ
る
も
の
と

す
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。

　

先
の
総
選
挙
で
は
、
高
等

教
育
の
学
費
に
つ
い
て
、
多

く
の
党
が
「
無
償
化
」
を
訴

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
等

教
育
予
算
を
抜
本
的
に
増
額

し
、
実
際
に
入
学
し
な
く
て

も
返
還
さ
れ
な
い
入
学
金
制

度
を
廃
止
す
る
こ
と
や
、
給

付
中
心
の
奨
学
金
制
度
を
創

設
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
も

の
で
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
関
係
機

関
に
提
出
し
ま
し
た
。

今年は原爆投下から 80 年となる年です

提供：広島市



7 議会だより にき議会だより にき  no.147no.147      令和７年２⽉６⽇発⾏令和７年２⽉６⽇発⾏ 

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第４回定例会の一般質問には、５人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

MaaSの取組の現状は

前田　春奈　議員
10

まえだ　 はるな

国保税の子どもの均等割の見直しを

上村智恵子　議員
11

うえむら ちえこ

高齢者へ思いやりのある対応を

野崎　明廣　議員
9

のざき あきひろ

並行在来線のバス転換への今後の展望は

佐藤　秀教　議員
8

さとう ひでのり

特定技能実習生の住宅整備に助成を

嶋田　　茂　議員
12

 しまだ　   しげる

ニキボーのなになに？

一般質問とは
一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する方針等について
所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。

一般質問の詳しい一般質問の詳しい
内容はコチラから内容はコチラから
Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
　　　（第４回定例会）　　　（第４回定例会）
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一　般　質　問 

佐藤　秀教 議員
さとう  ひでのり

問
バ
ス
運
転
手
不
足
が

深
刻
化
す
る
中
、
本

町
が
求
め
る
「
バ
ス
転
換
後

の
持
続
可
能
な
交
通
体
系
」

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長
公
共
交
通
を
持

続
的
に
維
持
し

続
け
る
た
め
に
は
、
運
行
効

率
や
利
便
性
の
向
上
が
必
要

と
位
置
付
け
、
こ
れ
ま
で
バ

ス
転
換
後
の
運
行
ル
ー
ト
や

ダ
イ
ヤ
を
見
据
え
、
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
設
置
や
各
地

域
と
の
接
続
を
ど
の
よ
う
に

行
う
か
検
討
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
北
海
道
新
幹

線
の
札
幌
延
伸
が
延
期
さ
れ
、

並
行
在
来
線
の
バ
ス
転
換
も

延
期
さ
れ
る
見
込
み
と
な
る

こ
と
か
ら
、
バ
ス
転
換
後
の

運
行
計
画
に
つ
い
て
、
検
討

を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。

バス転換後の持続可能な交通体系の考えは

町長 引き続き運行計画の検討を重ねる

問
今
後
、
仮
に
余
市
〜

小
樽
間
の
鉄
路
の
再

検
討
を
求
め
る
可
能
性
が

バス転換後の運行計画はどうなるのでしょう

問
バ
ス
事
業
者
と
協
議

の
結
果
、
本
町
が
求

町
長
バ
ス
転
換
の
時

期
を
含
め
て
、

現
状
に
お
い
て
バ
ス
転
換
後

の
交
通
体
系
が
見
通
せ
な
い

状
況
で
あ
る
が
、
各
首
長
と

良
好
な
連
携
の
も
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
そ
の
中
で
本

町
が
求
め
る
持
続
可
能
な
交

通
体
系
が
確
保
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
。

め
る
持
続
可
能
な
交
通
体
系

が
確
保
で
き
な
い
場
合
、
ど

の
よ
う
な
方
法
を
考
え
て
い

る
の
か
。

あ
っ
た
と
し
て
、
町
長
は
ど

の
よ
う
な
判
断
を
さ
れ
る
の

か
。
鉄
路
存
続
を
支
持
す
る

の
か
、
仁
木
ま
で
存
続
を
訴

え
る
の
か
。

町
長
仮
に
、
余
市
〜

小
樽
間
が
鉄
路

存
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本

町
が
負
担
を
強
い
ら
れ
る
場

合
、
残
り
の
区
間
の
バ
ス
転

換
の
費
用
も
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

の
で
、
そ
の
場
合
は
二
重
の

負
担
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
様
々
な
議
論
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
対
し
て
否
定
は

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
一

番
大
事
な
の
は
、
将
来
に
対

し
て
大
き
な
負
担
が
残
る
よ

う
な
判
断
を
下
す
考
え
は
な

い
。問

社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
や
貨
物
調
整

金
な
ど
を
活
用
し
て
山
線
を

存
続
さ
せ
る
可
能
性
は
。

町
長
山
線
は
、
現
在

の
機
関
車
が
運

行
で
き
な
い
区
間
が
数
か
所

あ
り
、
課
題
が
多
い
と
認
識

し
て
い
る
。
貨
物
調
整
金
は

新
幹
線
の
工
事
認
可
前
に
Ｊ

Ｒ
貨
物
か
ら
事
業
認
可
申
請

が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

事
業
に
該
当
し
な
い
と
整
理

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
並
び
に
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
運
行
経
費
に

は
活
用
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

山
線
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
る
。
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　町政のそこが聞きたい　

野崎　明廣 議員
のざき  あきひろ

問
町
内
の
タ
ク
シ
ー
事

業
者
が
、
作
成
し
て

い
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
で
乗

車
料
金
割
引
券
と
し
て
使
え

る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　

介
護
度
が
つ
か
な
い
自
立

し
て
い
る
方
で
、
町
独
自
の

事
業
で
あ
る
月
に
２
回
の
送

迎
が
該
当
に
な
ら
な
い
方
が

町
長

互
い
を
配
慮
で
き
る
よ
う
な
地
域
に

思
い
や
り
の
対
応
が
必
要
で
は

問
今
年
度
よ
り
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
外
部

委
託
と
な
っ
た
が
、
従
来
ど

お
り
総
合
相
談
の
窓
口
と
し

て
す
べ
て
網
羅
さ
れ
て
い
る

の
か
。

包括支援センターは１月から場所が変わりました

問
高
齢
者
単
身
世
帯
の

住
宅
に
蜂
の
巣
が
で

き
、
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
起
き

て
し
ま
う
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
が
、
対
応
と
し
て
共
助
の

体
制
と
今
一
歩
思
い
や
り
の

対
応
が
必
要
と
感
じ
る
が
、

町
長
の
考
え
は
。

問
軽
度
生
活
支
援
事
業

は
、
直
近
５
年
間
に

お
い
て
も
希
望
さ
れ
る
方
が

い
な
い
。
ま
た
、
生
活
管
理

指
導
事
業
も
実
績
を
見
る
と

同
じ
状
況
で
あ
る
。
条
例
の

見
直
し
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
の
か
。

今
後
の
社
会
情
勢
等
に
合
わ

せ
な
が
ら
、
町
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
の
在
り
方
を
検
討
し

福
祉
課
参
事

て
、
今
後
条
例
の
見
直
し
等

も
含
め
て
行
っ
て
い
け
た
ら

と
担
当
課
と
し
て
は
考
え
て

い
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
で
、
３
職
種
配
置

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ

り
多
角
的
な
判
断
、
い
ろ
ん

な
角
度
か
ら
高
齢
者
の
生
活

に
関
す
る
困
り
事
を
対
応
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

福
祉
課
参
事

町
長
高
齢
者
の
方
々

が
安
心
し
て
地

域
で
生
活
し
て
い
く
た
め
の

対
策
等
は
、
相
談
さ
れ
た

方
々
の
声
を
受
け
止
め
な
が

ら
必
要
に
応
じ
公
的
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
る
も
の
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
い
る
。
併
せ
て
、
共

助
の
精
神
の
根
底
に
あ
る

「
お
互
い
様
」
と
い
う
互
い

を
思
い
や
る
、
心
の
醸
成
に

対
す
る
取
組
は
地
域
の
中
で

も
積
極
的
に
意
識
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
町
と
し
て
も
、

今
後
も
地
域
そ
れ
ぞ
れ
で
互

い
を
配
慮
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

移
動
が
大
変
だ
と
い
う
方
に

つ
い
て
は
、
町
で
相
談
を
受

け
て
介
護
度
が
つ
か
な
い
方

で
も
必
要
に
応
じ
て
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
に
の
せ

る
こ
と
は
引
き
続
き
行
っ
て

い
き
た
い
。
担
当
と
し
て
は
、

ま
ず
、
皆
さ
ん
に
自
立
し
て

生
活
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

福
祉
課
参
事

い
る
。
こ
の
方
に
対
す
る
支

援
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は

な
い
か
。
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一　般　質　問 

問
地
域
活
性
化
起
業
人

を
受
入
れ
て
約
８
か

月
が
経
過
す
る
が
、　

М
ａ

ａ
Ｓ
を
実
現
す
る
上
で
報
告

さ
れ
て
い
る
町
の
課
題
は
。

町の課題の解決方法は

町長 ごみ収集システムの実験を検討

地域活性化起業人として派遣されている池野さん

町
長
世
代
に
よ
る
情

報
格
差
と
、
М

ａ
ａ
Ｓ
を
実
施
す
る
際
の
大

き
な
課
題
と
考
え
ら
れ
て
い

る
安
定
し
た
利
用
者
の
確
保

や
運
行
コ
ス
ト
の
削
減
、
事

業
者
間
の
調
整
や
多
様
な
収

入
源
の
確
保
な
ど
の
持
続
可

能
性
に
懸
念
が
あ
る
と
報
告

さ
れ
て
い
る
。

前田　春奈 議員
 まえだ    はるな

問
報
告
さ
れ
て
い
る
町

の
課
題
に
つ
い
て
、

解
決
方
法
の
提
示
は
あ
る
の

か
。町

長
町
民
が
デ
ジ
タ

ル
に
触
れ
る
機

会
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
格

差
が
解
消
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
提
案
を
受
け
て
お
り
、

町
で
開
設
し
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
の
積
極

的
な
活
用
や
、
簡
易
な
申
請

な
ど
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
申
込
み
で
き
な
い
か
等
を

検
討
し
て
い
る
。
持
続
可
能

性
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
次

年
度
に
向
け
て
は
、
ご
み
収

集
シ
ス
テ
ム
「
収
集
し
マ
ー

ス
」
の
実
証
実
験
を
検
討
し

て
い
る
。

問
令
和
６
年
度
各
会
計

予
算
特
別
委
員
会
に

て
、
本
町
を
観
光
М
ａ
ａ
Ｓ

の
モ
デ
ル
に
し
た
事
業
を
展

開
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
事
業
を
通
し
て

本
町
が
実
現
し
た
い
こ
と
は

何
か
。

町
長
他
地
域
に
訪
れ

て
い
る
外
国
人

を
含
め
た
観
光
客
に
対
し

て
、
本
町
へ
訪
問
し
て
い
た

だ
け
る
仕
組
み
が
М
ａ
ａ
Ｓ

に
よ
っ
て
構
築
で
き
な
い
か

と
考
え
て
お
り
、
地
域
活
性

化
起
業
人
を
派
遣
い
た
だ
い

て
い
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ⅰ
Ｔ

Ｓ
社
も
同
様
に
様
々
な
交
通

機
関
を
組
み
合
わ
せ
て
人
の

流
れ
を
構
築
し
て
い
く
構
想

を
持
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
小
樽
市
な
ど

観
光
地
へ
来
た
方
に
対
し
て

果
物
狩
り
や
ワ
イ
ン
な
ど
本

町
で
提
供
で
き
る
コ
ン
テ
ン

ツ
を
提
示
し
て
、
選
択
さ
れ

た
内
容
に
よ
り
交
通
手
段
か

ら
施
設
ま
で
を
提
案
し
、
予

約
と
費
用
決
済
を
一
括
で
行

え
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
考
え
ら
れ
る
。

　

道
内
の
自
治
体
と
も
連
携

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
現

在
の
地
域
活
性
化
起
業
人
が

派
遣
さ
れ
て
い
る
期
間
内
に

お
い
て
構
想
を
具
現
化
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　地域住民や旅行者一人ひとりの移動ニーズに対応し

て、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に

組み合わせて、検索・予約・決済等を一括で行うサービ

スです。

ニキボーのなになに？

МａａＳ ( マース ) とは
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　町政のそこが聞きたい　

上村智恵子 議員
うえむら ちえこ

問
本
町
は
、
本
当
に
子

育
て
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

町
長

町
村
会
を
通
じ
て
国
に
要
望
し
た
い

国
保
税
の
子
ど
も
の
均
等
割
の
見
直
し
を

問
本
町
の
医
療
費
は
増

加
し
て
い
る
の
か
。

そ
れ
と
も
減
少
し
て
い
る
の

か
。

問
国
民
健
康
保
険
財
政

調
整
基
金
も
医
療
費

は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い

と
言
い
な
が
ら
、
１
億
円
の

残
高
が
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、

安
定
的
な
財
政
運
営
を
維
持

す
る
た
め
に
国
保
税
率
の
見

直
し
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
だ
と
い
う
こ
と

は
、
ど
ん
な
状
況
な
の
か

年
度
別

の
医
療

町
長
ま
だ
、
ご
く
少

数
の
自
治
体
し

か
や
っ
て
い
な
い
の
も
認
識

し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
推

移
を
見
極
め
な
が
ら
、
ま
た

町
独
自
の
い
ろ
い
ろ
な
財
政

状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

た
だ
、
う
ち
の
町
は
、
他

の
自
治
体
に
は
な
い
手
厚
い

子
育
て
支
援
策
を
講
じ
て
い

る
。

し
か
し
、
国
保
は
生
ま
れ
た

途
端
、
均
等
割
が
か
か
っ
て

く
る
。
い
く
ら
医
療
費
が
無

料
に
な
ろ
う
と
、
先
払
い
で

医
療
費
を
払
っ
て
い
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
こ
と
に
矛
盾
は
感
じ

な
い
の
か
。

今
後
の

国
民
健

康
保
険
税
等
の
見
込
み
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
数
年
後
に

福
祉
課
長

は
２
０
０
０
万
円
程
度
を
ほ

ぼ
下
回
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

問
滋
賀
県
の
米
原
市
で

は
国
民
健
康
保
険
子

育
て
世
帯
応
援
金
を
創
設
し

て
、
18
歳
以
下
の
均
等
割
実

質
ゼ
ロ
と
す
る
支
援
金
の
支

給
な
ど
、
高
校
生
ま
で
所
得

制
限
な
し
で
第
一
子
か
ら
免

除
し
て
お
り
、
北
海
道
で
は
、

旭
川
市
な
ど
で
取
組
が
広

が
っ
て
い
る
。
子
育
て
世
帯

応
援
金
を
創
設
し
、
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

町
長
今
後
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
も

踏
ま
え
て
引
き
続
き
子
ど
も

の
均
等
割
問
題
の
根
本
的
な

解
決
に
向
け
て
、
国
に
対
し

て
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。

国民健康保険財政調整基金は減少する見込です

国民健康保険財政調整基金の推移
(百万円)

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

30

60

90

120

150

R4 R5

福
祉
課
長

費
で
す
が
、
近
年
は
概
ね
約

４
億
円
前
後
の
医
療
費
と
し

て
推
移
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
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一　般　質　問 

今の補助金と別枠での補助を

町長 早急に最善策を見出してまいりたい

問
本
町
に
は
特
定
技
能

の
外
国
人
労
働
者
が

２
０
０
人
以
上
お
り
、
今
後

も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
し
か
し
、
住
宅
が
無
け

れ
ば
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
農
業
所
得
も
増
え
な

い
。

　

町
と
し
て
、
住
宅
の
新
築

や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助
事
業

対
象
に
、
特
定
技
能
実
習
生

向
け
住
宅
を
加
え
る
考
え
は

な
い
の
か
。

町
長
福
祉
や
産
業
分

野
に
お
い
て
人

材
の
確
保
に
伴
う
住
居
の
不

足
に
つ
い
て
は
、
喫
緊
の
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
空
家

を
有
効
的
に
活
用
で
き
る
施

策
を
検
討
す
る
よ
う
指
示
し

て
い
る
ほ
か
、
特
定
技
能
実

習
生
向
け
住
宅
に
対
す
る
補

助
も
住
居
不
足
解
消
の
一
案

と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

　

今
後
、
様
々
な
業
種
で
就

労
さ
れ
る
外
国
人
材
に
選
ば

れ
る
状
況
を
構
築
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、

移
動
政
調
会
に
お
い
て
、
外

国
人
材
を
受
け
入
れ
る
側
に

嶋田　　茂 議員
しまだ    しげる

実習生のための住宅を建てた方もいらっしゃいます

問
農
家
の
所
得
を
増
加

さ
せ
る
た
め
に
は
、

農
業
技
術
の
発
展
の
ほ
か
、

労
働
力
の
確
保
も
重
要
で
あ

る
。
町
と
し
て
、
特
定
技
能

を
含
め
た
実
習
生
の
重
要
性

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

農
業
分

野
に
限

ら
ず
、
今
は
介
護
分
野
に
お

い
て
も
実
習
生
が
多
く
入
っ

て
き
て
い
る
と
承
知
し
て
い

る
。

　

今
後
、
外
国
人
材
の
方
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う

企
画
課
長

町
長
早
急
に
最
善
策

を
見
出
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

特
定
技
能
実
習
生
を
入
れ

る
た
め
の
住
宅
の
要
綱
を
整

理
し
て
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

対
す
る
支
援
の
創
設
を
要
望

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
独
自
の
支
援
に

つ
い
て
も
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

問
受
入
農
家
は
、
実
習

生
の
住
居
の
手
配
に

大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。

　

町
が
管
理
し
て
い
る
職
員

住
宅
や
町
営
住
宅
に
実
習
生

を
入
居
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

職
員
住
宅
に
つ
い
て
は
、
日

の
出
の
職
員
住
宅
４
戸
を
４

月
か
ら
農
業
振
興
の
一
環
と

し
て
農
協
に
貸
し
出
し
て
い

る
。 総

務
課
参
事町

営
住

宅
に
つ

い
て
は
、
特
定
技
能
外
国
人

は
複
数
名
入
居
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
近
は
町
内
の
各

事
業
者
か
ら
も
問
い
合
わ
せ

を
受
け
て
お
り
、
引
き
続
き

入
居
し
て
い
た
だ
け
る
と
想

定
し
て
い
る
。

建
設
課
長

の
は
非
常
に
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
農
家
が
グ
ル
ー
プ
を

組
ん
で
住
宅
を
建
て

る
こ
と
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
部

分
の
補
助
を
、
今
の
補
助
金

と
別
枠
で
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
い
か
が
か
。
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第
１
回
臨
時
会
は
︑
1
⽉
22
⽇
に
開
会
し
︑
同
⽇
閉
会
し
ま
し
た
︒

 

町
か
ら
︑
補
正
予
算
４
件
︑
条
例
改
正
５
件
︑
指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
の
︑

計
10
件
が
上
程
さ
れ
︑
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
︒

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

補
正
予
算

補正額 予算総額

・一般会計（６回目の補正）

    　 5143万4000円増 51億6687万7000円
・国民健康保険事業特別会計（４回目の補正）   

    　       43万3000円増 2億818万円
・後期高齢者医療特別会計（３回目の補正）   

    　       79万6000円増 8132万2000円
・簡易水道事業会計(収益的支出)（１回目の補正）   

    　       97万8000円増 2億6994万3000円

◇
一
般
会
計
（
第
５
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

や
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件

費
の
追
加
等
に
よ
る
補
正
が

提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

18歳以下の児童には加算も18歳以下の児童には加算も

　
　
　
　
　

給
付
金
の
支
給

　
　
　
　
　

に
つ
い
て
、
町

民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。　
　

　
　
　
　
　

プ
ッ
シ
ュ
型
の

対
象
者
に
つ
い
て
は
、
２
月

下
旬
に
お
知
ら
せ
や
確
認
書

を
送
付
す
る
。
ま
た
、
３
月

上
旬
の
広
報
配
布
に
合
わ
せ

て
、
給
付
金
の
お
知
ら
せ
を

全
世
帯
を
対
象
に
配
布
す
る
。

　

プ
ッ
シ
ュ
型
の
対
象
者
に

は
、
文
書
を
送
付
し
た
こ
と

や
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
ま

た
、
申
請
が
必
要
な
方
に
対

す
る
給
付
金
の
内
容
を
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
あ
る
。

福
祉
課
長 質

疑
あ
れ
こ
れ

 住民税非課税世帯に３万円 住民税非課税世帯に３万円
１月２２日１月２２日

第　回臨時会第　回臨時会
令和７年令和７年

１１

▼
仁
木
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
議
案

▼
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
地
方
公
務
員

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正　

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
職
員
に
対
す
る
寒
冷
地
手

当
支
給
に
関
す
る
条
例
及
び

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
国
保
特
別
会
計
（
第
４
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
後
期
医
療
特
別
会
計
（
第
３
号
）

　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
簡
水
会
計
（
第
１
号
）　

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　

ふ
れ
あ
い
遊
ト
ピ
ア
公
園

及
び
仁
木
町
民
ス
キ
ー
場
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
提
案
は
、
現
在

指
定
管
理
者
で
あ
る
株
式
会

社
コ
ン
サ
ド
ー
レ
が
行
っ
て

き
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
株

式
会
社
ま
ち
の
ミ
ラ
イ
が
継

承
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
理

由
に
、
２
社
が
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
設
立
し
、
コ
ン
サ

ド
ー
レ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
指

定
管
理
業
務
を
担
う
も
の

で
、
指
定
管
理
期
間
は
令
和

７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10

年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

で
す
。

指
定
管
理
者

佐 藤佐 藤



議会だより にき議会だより にき  no.147no.147      令和７年２⽉６⽇発⾏令和７年２⽉６⽇発⾏ 14

全員協議会全員協議会

指定管理者指定管理者

12
月
５
日
の
全
員
協
議
会

で
は
、
町
側
か
ら
、
現
在

（
株
）
コ
ン
サ
ド
ー
レ
が
指

定
管
理
者
と
し
て
運
営
し
て

い
る
コ
ン
サ
ド
ー
レ
仁
木

パ
ー
ク
（
ふ
れ
あ
い
遊
ト
ピ

ア
公
園
）
及
び
仁
木
町
民
ス

キ
ー
場
の
指
定
管
理
業
務
に

つ
い
て
、
（
株
）
コ
ン
サ

ド
ー
レ
と
（
株
）
ま
ち
の
ミ

ラ
イ
で
設
置
す
る
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
に
よ
る
指
定
管
理
に

移
行
し
た
い
旨
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

１２月５・20日１２月５・20日

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

我
々
は
、
「
（
株
）
コ

ン
サ
ド
ー
レ
は
や
れ
る
ね
」

と
判
断
し
て
、
議
会
で
承
認

し
た
が
、
そ
の
経
緯
は
ど
う

な
る
の
か
。

Ｑ

Ａ

どう変わるどう変わる

　

令
和
７
年
春
に
後
志
自
動

車
道
（
仮
）
仁
木
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
が
予
定
さ

れ
、
同
年
末
に
は
仁
木
町
民

ス
キ
ー
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
と
い
っ
た
当
該
施

設
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き

く
変
化
す
る
中
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

力
の
一
層
の
向
上
が
必
要
と

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の

提
案
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
、
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
に
指
定
管
理
者

を
担
わ
せ
る
た
め
に
、
一
度

現
在
の
（
株
）
コ
ン
サ
ド
ー

レ
の
指
定
管
理
者
の
指
定
を

取
り
消
し
、
新
た
に
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
指
定
管
理
者

と
す
る
よ
う
手
続
を
進
め
る

予
定
で
す
。

令和６年 12 月５日及び 20 日の
全員協議会では、ふれあい遊トピ
ア公園及び仁木町民スキー場に関
する件について協議しました。

　
　

よ
り
良
い
形
で
進
む
と

い
う
観
点
か
ら
、
今
回
の
提

案
に
結
び
つ
い
た
と
考
え
て

い
る
た
め
、
議
会
で
の
審
議

を
反
故
に
す
る
と
か
そ
う

い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
よ

り
発
展
し
て
、
深
掘
り
し
て

肉
付
け
し
た
形
で
今
回
に

至
っ
て
い
る
も
の
だ
と
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

指
定
管
理
者
が
（
株
）

コ
ン
サ
ド
ー
レ
に
決
ま
っ
て

か
ら
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に

関
し
て
も
利
用
者
や
各
団
体

か
ら
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
出
て
き

て
い
た
が
、
（
株
）
コ
ン
サ

ド
ー
レ
は
ど
の
よ
う
に
運
営

し
て
い
た
の
か
。

ＱＡ
　
　

い
ろ
い
ろ
な
ご
指
摘
を

受
け
て
い
る
の
は
事
実
で
あ

る
。
前
の
業
者
も
最
初
の
頃

は
利
用
者
と
う
ま
く
関
係
が

築
け
な
か
っ
た
が
、
年
々

徐
々
に
改
善
さ
れ
た
。

　

時
間
は
か
か
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
お
互
い
に
歩
み
合

い
な
が
ら
一
つ
の
目
的
に
向

か
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。
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12
月
20
日
の
全
員
協
議
会

は
、
12
月
５
日
の
全
員
協
議

会
で
の
協
議
を
受
け
、
議
会

側
か
ら
再
度
開
催
を
申
し
入

れ
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
会
側
か
ら
は
、
町
と

（
株
）
コ
ン
サ
ド
ー
レ
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状

況
や
、
基
本
協
定
書
の
写
し

等
の
資
料
提
出
及
び
説
明
を

受
け
た
後
、
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。 議

会
側
か
ら
開
催
を
申
し
入
れ

議
会
側
か
ら
開
催
を
申
し
入
れ

資
料
の
提
出
を
含
め

資
料
の
提
出
を
含
め　

協
議
に
は
、
（
株
）
コ
ン

サ
ド
ー
レ
の
菅
井
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

に
出
席
い
た
だ
き
、
今
回
の

提
案
の
内
容
や
、
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
を
組
成
す
る
予
定
で

あ
る
（
株
）
ま
ち
の
ミ
ラ
イ

の
事
業
内
容
、
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
組
成
の
メ
リ
ッ
ト
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

（
株
）
コ
ン
サ
ド
ー
レ

と
し
て
、
市
町
村
と
の
業
務

契
約
な
ど
の
お
仕
事
を
さ
れ

た
経
緯
は
本
町
が
初
め
て
か
。

　
　

自
治
体
と
の
取
組
は

様
々
あ
り
、
例
え
ば
紋
別
市

に
対
し
指
導
者
の
派
遣
を
し

て
い
た
り
、
官
民
連
携
で
言

う
と
、
札
幌
ド
ー
ム
の
運
営

は
第
三
セ
ク
タ
ー
と
一
緒
に

行
っ
た
り
し
て
い
る
。

　

大
が
か
り
に
（
株
）
コ
ン

サ
ド
ー
レ
単
独
で
公
園
並
び

に
ス
キ
ー
場
を
や
っ
た
と
い

う
の
は
初
め
て
で
、
こ
う

い
っ
た
機
会
を
い
た
だ
い
た

こ
と
は
嬉
し
く
感
じ
て
い
る
。

ＱＡ

Ａ
　
　

こ
の
２
年
間
で
、
こ
う

い
っ
た
意
見
を
い
た
だ
く
中

で
、
様
々
な
苦
情
が
出
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
大
変

反
省
し
つ
つ
、
し
っ
か
り
検

証
チ
ー
ム
を
作
っ
て
、
よ
り

良
い
運
営
に
あ
た
れ
る
よ
う

動
い
て
い
る
。

　

一
方
で
、
こ
う
い
っ
た
新

ら
し
い
会
社
を
作
る
こ
と
で
、

様
々
な
人
材
が
入
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
お

り
、
よ
り
密
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
さ
ら
に
良
い
指
定
管

理
業
務
を
賄
え
る
よ
う
考
え

て
い
る
。

野球場では、昨年、全道大会も開催されました

パークゴルフ場は芝生の管理が重要です

　
　

我
々
、
町
の
方
も
、

（
株
）
コ
ン
サ
ド
ー
レ
だ
っ

た
ら
何
と
か
し
て
い
た
だ
け

る
と
期
待
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
ス
キ
ー
場
は

ま
だ
オ
ー
プ
ン
し
て
い
な
い

が
、
野
球
場
や
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
は
苦
情
が
出
て
お
り
、

説
得
力
が
な
い
。

Ｑ

　

（
株
）
コ
ン
サ
ド
ー
レ
で

は
、
こ
の
２
年
間
や
っ
た
経

過
に
つ
い
て
１
年
ご
と
に
で

も
検
証
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　
索
道
免
許
取
得
の
関
係

上
、
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
に

影
響
が
出
る
と
い
う
話
で
、

ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
協
議
の

　
　

こ
れ
は
昨
年
の
話
だ
が
、

な
ぜ
今
ま
で
議
会
に
話
が
な

か
っ
た
の
か
。

Ｑ

場
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
話
が

あ
っ
た
時
点
で
、
協
議
を
す

る
場
を
設
け
る
べ
き
だ
っ
た
。

　

指
摘
を
受
け
た
と
お
り
、

結
果
と
し
て
、
議
会
を
軽
視

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

早
い
段
階
で
説
明
す
る
機

会
を
も
た
な
か
っ
た
私
の
責

任
で
あ
り
、
謝
罪
を
申
し
上

げ
た
い
。

Ａ　
最
大
の
目
標
は
、
地
域

住
民
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
公
園
を
作
る
こ
と
。
こ

こ
に
照
準
を
置
い
て
い
る
。

　

抽
象
的
で
は
あ
る
が
、
自

己
肯
定
感
を
上
げ
ら
れ
る
よ

う
な
事
業
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

（
株
）
ま
ち
の
ミ
ラ
イ

の
事
業
内
容
を
見
た
が
、
ど

こ
に
照
準
を
合
わ
せ
て
や
っ

て
い
く
の
か
。

Ｑ



　
　
　

北
海
道
余
市
郡
仁
木
町
西
町
１
丁
目
36
番
地
１

　

０
１
３
５(

32)

３
９
５
４　
　

０
１
３
５(

32)

３
９
６
３

〒
048-

2492

FAX

TEL

発
行
日
／
令
和
７
年
２
月
６
日(

年
４
回
発
行)

発　

行
／
北
海
道
仁
木
町
議
会

編　

集
／
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
に
き

no.147

絆
  

黒
田　

大
稀
さ
ん
（
西
町
）

 

昨
年
の
５
⽉
に
余
市
町
か
ら
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
が
︑
地
元
と
い
う
こ
と
も
あ
り
︑

住
み
や
す
い
と
思
い
ま
す
︒

 

保
育
園
も
新
し
く
な
り
嬉
し
い
で
す
︒

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
上
村
智
恵
子
）

売
地
情
報
の
集
約
と
見
え
る
化
を

人人まちまちのの

 

ス
ポ
ー
ツ
や
ピ
ア
ノ
な
ど
の
習
い
事
が
町

に
無
い
と
聞
き
ま
す
︒
⼦
ど
も
の
幅
を
広
げ

る
た
め
に
も
︑
町
内
で
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
︒

︵
取
材
・
記
事　

宮
本
幹
夫
︶

　

連
載
37
回
目
は
、
西
町
在
住
の
黒
田
さ
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
奥
様
と
お
子

さ
ん
２
人
の
４
人
家
族
で
す
。

　

お
仕
事
は
農
業
で
、
町
内
の
奥
様
の
実
家

で
勉
強
中
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

仁
木
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
。

仁
木
町
の
将
来
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

　

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
、
町
に
対

し
て
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

お
子
さ
ん
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

 

⾃
然
の
中
で
︑
い
ろ
い
ろ
な
動
物
や
植
物

に
触
れ
︑
⾃
由
に
の
び
の
び
と
育
っ
て
ね
︒

　

２
歳
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と
、
も
う
す
ぐ
１
歳
に

な
る
弟
さ
ん
は
元
気
い
っ
ぱ
い
。

　

お
お
き
な
木
も
よ
く
利
用
し
て
い
る
そ
う

で
、
新
し
く
保
育
園
と
同
じ
建
物
に
な
っ
た
こ

と
で
、
利
用
し
や
す
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

住
宅
建
設
用
の
土
地
の
話
を
聞
き
、
建
設
補

助
だ
け
で
は
な
く
、
空
き
地
の
把
握
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

カジュアルに楽しめますカジュアルに楽しめます
　

「
こ
の
景
色
が
日
常
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
」
と
、
見
晴
ら
し
の
い
い
お

店
で
語
る
成
田
さ
ん
夫
妻
（
真
奈
美
さ
ん
、
和
仁
さ
ん
）
は
、
４
年
前
に

旭
台
地
区
に
蕎
麦
と
日
本
ワ
イ
ン
の
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

東
京
で
暮
ら
し
て
い
る
時
に
、
蕎
麦
打
ち
に
興
味
が
あ
っ
た
和
仁
さ

ん
は
会
社
員
を
し
な
が
ら
蕎
麦
打
ち
教
室
に
通
っ
て
い
た
そ
う
。
一
方

で
、
真
奈
美
さ
ん
は
ワ
イ
ン
に
興
味
が
あ
り
、
ワ
イ
ン
の
資
格
を
複
数
取

得
し
て
い
た
そ
う
で
、
お
二
人
で
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い
と
考
え
、

北
海
道
出
身
で
後
志
地
区
に
馴
染
み
の
あ
る
真
奈
美
さ
ん
の
希
望
も
あ
り
、

ワ
イ
ン
産
地
で
あ
る
本
町
で
の
お
店
の
オ
ー
プ
ン
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。

蕎
麦
と
日
本
ワ
イ
ン
の
店

　

「
自
家
製
粉
の
北
海
道
産
蕎
麦
粉
に
こ
だ
わ
っ
た
手
打
ち
蕎
麦
と
、

窓
か
ら
見
え
る
頂
白
山
の
景
色
が
自
慢
で
す
。
地
元
の
ワ
イ
ン
も
カ

ジ
ュ
ア
ル
に
楽
し
め
る
お
店
で
す
」
と
、
お
店
の
魅
力
を
語
る
成
田

さ
ん
。

　

成
田
さ
ん
は
、
本
町
に
も
ワ
イ
ン
と
食
事
を
楽
し
め
る
お
店
が
増

え
て
、
今
以
上
に
町
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
こ
と
を
望
み
つ
つ
も
、

交
通
面
で
の
課
題
も
感
じ
て
お
り
、
「
仁
木
町
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

導
入
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」
と
の
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
は
、
「
ラ
ン
チ
の
ほ
か
、
夜
の
コ
ー

ス
も
４
名
以
上
で
予
約
が
可
能
で
す
。
特
に
冬
は
予
約
が
取
り
や
す

い
の
で
、
ワ
イ
ン
と
料
理
を
楽
し
み
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次の議会は

３月３月

定例会定例会
（３月上旬開催予定）

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止

 

外
で
遊
ん
で
い
る
近
所
の
⼦
ど
も
た
ち
を

⾒
る
と
︑
い
い
⽂
化
が
残
っ
て
い
る
な
と
感

じ
ま
す
︒
安
⼼
し
て
親
が
外
に
⼦
ど
も
を
送

り
出
せ
る
環
境
を
維
持
し
て
ほ
し
い
で
す
︒

◆編集・発行責任者

議　長 横関　一雄

商標登録第６３９８２５４号、６３９８２５５号ニキボーⓇは一般社団法人仁木町観光協会の登録商標です。

　

ｎ
ａ
ｒ
ｉ
ｔ
ａ
ｙ
ａ
（
ナ
リ
タ
ヤ
）
さ
ん

◆議会広報編集特別委員会

委員長 嶋田　　茂
副委員長 佐藤　秀教
委　員 前田　春奈　
　　　 山内　健生

　　　 木村　章生

　　　 野崎　明廣

　　　 宮本　幹夫

　　　 上村智恵子

 

若
い
世
代
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
し
︑
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
︒
住
宅
建
設
の
補
助
が
あ
る

の
は
魅
⼒
的
で
︑
周
り
に
も
仁
⽊
町
で
家
を

建
て
た
い
と
⾔
っ
て
い
る
⼈
が
い
ま
す
が
︑

　

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
、
町
に
対

し
て
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

⼟
地
が
無
い
と
聞
き
ま

す
︒
売
地
な
ど
が
⼀
括

で
わ
か
る
仕
組
み
が
あ

れ
ば
︑
引
っ
越
し
て
く

る
⼈
が
増
え
︑
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒


